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十
一
投
稿
規
定
の
請
求
・
投
稿
申
込
・
論
文
提
出
受
付
窓
口

直
接
の
場
合
慶
膳
義
塾
大
学
三
田
教
務
部
一
・
二
番
窓
口

郵
送
の
場
合
〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
底
義
塾
大
学
教
務
部
法
学
部
係

な
お
、
郵
送
で
投
稿
規
定
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
書
で
表
面
左
下
に

「
論
究
投
稿
規
定
請
求
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
長
形
三
号
を
使
用
。

宛
先
記
入
の
上
、
切
手
七
二
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

十
二
問
合
せ
先
（
封
書
に
限
る
）

〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
底
義
塾
大
学
法
学
部
研
究
室
内

斎
藤
和
夫

表
面
左
下
に
「
論
究
問
合
せ
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
宛
先
記
入

の
上
、
切
手
六
二
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

一
本
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
稿
は
計
五
点
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
と
し
て
は
、

「
論
究
」
編
集
委
員
会
よ
り
依
頼
し
た
論
稿
二
点
、
投
稿
さ
れ
た
論
稿
三

点
で
す
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
厳
正
な
論
文
審
査
の
手
続
を
経

て
、
そ
の
掲
載
が
許
可
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
す
。
な
お
、
投
稿
論
文

は
計
七
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
ま
す
。

二
論
文
の
応
募
に
際
し
て
は
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
投
稿
規
定

概
略
」
を
熟
読
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
締
切
期
日
の
徒
過
や
枚
数
制

限
の
超
過
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
基
本
的
な
ミ
ス
も
み
う
け
ら
れ
る
、
か
ら

で
す
。

三
政
治
学
誌
で
あ
る
「
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」
は
、
「
論
究
」
と
同
様
に
、

投
稿
論
文
の
掲
載
を
も
意
図
す
る
紀
要
で
す
が
、
そ
の
編
集
後
記
に
お
い

て
、
大
獄
秀
夫
・
東
北
大
学
法
学
部
教
授
は
、
「
論
究
」
刊
行
に
つ
き
、

次
の
よ
う
な
エ
ー
ル
を
送
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
「
最
近
、
慶
磨
義
塾

大
学
法
学
部
大
学
院
が
、
す
べ
て
の
研
究
者
が
投
稿
で
き
る
紀
要
を
発
刊

す
る
と
い
う
画
期
的
計
画
を
公
表
し
た
。
『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
に
と
っ

て
は
ラ
イ
バ
ル
登
場
と
も
い
え
る
が
、
こ
う
し
た
ラ
イ
バ
ル
は
大
歓
迎
で

あ
る
」
（
「
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」
四
号
）
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

曽
根
泰
教
・
法
学
部
教
授
の
御
教
示
に
依
る
も
の
で
す
。

四
「
論
究
」
に
お
け
る
投
稿
論
文
の
審
査
手
続
も
厳
正
且
つ
級
密
を
極

め
て
い
ま
す
が
、
「
論
究
」
編
集
委
員
会
は
意
欲
的
な
論
文
の
投
稿
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
（
文
責
・
斎
藤
和
夫
）

［
編
集
後
記
］

Ｚ８冬
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